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福島県市町村除染技術支援事業における仮置場の不陸対策実証試験 

 

〇小磯将広、高橋勇介、澤井光（福島県環境創造センター） 

１ はじめに 

  福島県では、市町村等からの課題・要望を踏まえたテーマ

について、現地における実証試験等の実施・評価を行い、そ

の結果得られた技術・知見を市町村が活用することを目的

に、市町村除染技術支援事業を行っている。今回、市町村の

課題である、仮置場の頂部不陸（図１）を起因とした、上部

シートの破れ等の状況への対処方法を検討するため、現地

における実証試験を実施した。本発表では、当該事業で実施

した、不陸対策実証試験の実施結果を報告する。 

 

２ 実施方法 

  滞水した不陸が発生している仮置場の既存の上部シート

上に、軟弱地盤上の盛土補強材等に使用される一軸延伸タ

イプのジオグリッドを敷設し（図２）、その上から通気性防

水シート等を敷設した（図３）。また、施工後は、１ヶ月に

１回程度の頻度で経過観察を行い、滞水した不陸の深さ、

横・縦の幅の長さ等の測定を行った（図４）。なお、縦・横

の幅の長さの測定結果から、ジオグリッドの品質管理上許

容できる沈下深さ（以下「許容沈下深さ」という。）を算出

し、測定した不陸の深さと比較を行った。 

 

３ 実施結果 

  経過観察の結果、滞水の完全な解消には至らなかったが、

滞水した不陸の深さは、施工前に比べて減少しているのが

確認できた。また、測定した深さは、ほぼ全ての不陸におい

て、許容沈下深さの範囲内を維持していることが確認でき

た。なお、実際に測定した深さと許容沈下深さの結果の一例

を表１に示す。 

 

４ まとめ 

実施した経過観察の範囲では、敷設したジオグリッドの機能

による不陸発生の軽減が確認でき、その結果から、上部シートの

損傷防止に一定の効果があると考えられた。なお、長期的な施工

効果については、引き続き、経過観察を実施することが必要と考

えられる。 
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上部シートの凹み・滞水が発生 

 

有機物の腐敗等による減容 

図１ 仮置場の頂部不陸のイメージ 

 

図２ 敷設されたジオグリッド 

ジオグリッド        通気性防水シート等 

 

図３ 通気性防水シート等敷設のイメージ 

 

図４ 経過観察時測定状況 

表１ 不陸測定結果の一例 

実測深さ 

［cm］ 

許容沈下深さ 

［cm］ 
施工後日数 

34 － 施工前 

8.5 35.8 施工１日後 

23 60.5 施工３週後 

23 58.1 施工６週後 
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